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発表演題名 夜叉ケ池における水質およびプランクトン相の季節変動について（第 2報）

発表学会名 第 27 回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 
発表者名 松井 亮（環境部 水質環境研究 G） 

開催場所 石川県文教会館（石川県金沢市尾山町 10 番 5 号） 

発表日時 平成 25 年 1 月 21 日（月）～22 日（火） 

発表内容 ・夜叉ケ池概要： 
夜叉ケ池は、流入する河川がなく、人偽的影響もないことから、酸性雨

の影響を直接受けやすい池となっており、平成 6年度より環境省の委託を
受け、酸性雨モニタリング調査を行っている。 
また、夜叉ケ池には、「ヤシャゲンゴロウ」が池固有種として生息しており、

絶滅危惧種に指定されている。 
・背景： 
平成 11 年に環境省「第 3 次酸性雨対策調査のとりまとめ」が公表され
た。 
その内容の中で、全国 29 湖沼を対象とした調査の結果、夜叉ケ池は、
酸性雨による影響が生じている可能性も考えられるため、今後も継続して

調査を実施し経年的変化を注意する必要があるとのことだった。 
・目的： 
過去の平成 9 年度および 20 年度に実施した年間を通じた水質変動詳細

調査に加え、プランクトン相の詳細な調査を実施することで、地球規模で

問題となっている陸水の酸性化の、生態系への影響を知ることが目的であ

る。 
また、湖沼水の酸性化は、生物に与える影響が大きいと考えられるので、

ヤシャゲンゴロウのエサとなるプランクトン相の分析を、水質分析ととも

に行うことで、ヤシャゲンゴロウの保護活動の点において有用なデータと

することも目的である。 
・結果、考察およびまとめ： 
○pHと夜叉ケ池湖沼水中 NO3-濃度の間には、負の相関がみられた。 
○ECと夜叉ケ池湖沼水中 NO3-、SO42-濃度の間には、正の相関がみられた。 
○植物プランクトンの出現数が、少ない湖沼であることを確認した。 
○pHと動植物プランクトンの間の相関は、確認できなかった。 
○一般的な湖沼に比べて夜叉ケ池では、アルカリ度が低く、酸感受性が高

い。 



加えて植物プランクトンが少ないことが、プランクトンによる炭酸同化

作用や窒素同化作用の pH影響を小さくしていると思われる。 
そのため、酸性雨の原因物質となる NO3-が湖沼水中に増加することによ

る pH の低下において、植物プランクトンの少なさも、夜叉ケ池の酸感受
性の高さに寄与しているものと思われる。 
○NO3-および SO42-は、平成 9、20年度と比較すると低い濃度で推移して
おり、今後は、降水量および雨水成分等との関係性を検討する必要がある。 
 

（以上） 

 


